
先端芸術音楽創作学会会報 Vol.13 No.2 pp.21–24

研究報告
Meta-Xenakisコンソーシアムの始動とクセナキス・センターCIXについて
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概要

Meta-Xenakis(以下Meta-X)コンソーシアムは,クセ
ナキス生誕 100 年記念となる 2022 年に向けて, フラ
ンス,ギリシャ,日本,メキシコ,アメリカ合衆国の五カ
国の音楽学,作曲,アーカイヴ関連研究者とその所属機
関の連携によって立ち上げられた。2022年にはMeta-
X統合企画として五カ国共同運営によるオンライン国
際研究シンポジウムが予定されており, その他に, 各
国オンサイトで開催されるクセナキス百周年記念コン
サート,展示,ワークショップなどもMeta-X連携企画
として打ち出される。発表では,コンソーシアムを統
括する Sharon Kanachがクセナキス・センター (Centre
de Iannis Xenakis,以下 CIX)の活動や収集資料を紹介
し,Rodolphe Bourotteが UPISketchについて説明する。

Meta – Xenakis is jointly organized by a consortium
spanning five countries and three continents: the two not-
for-profit associations initiated by Xenakis himself [Cen-
tre Iannis Xenakis (France) and KSYME/Contemporary
Music Research Center (Greece)], plus the Facultad de
Música at the UNAM (Universidad Nacional Autónoma
de México), plus the Nagoya City University – School
of Design and Architecture (Japan), as well as the Xe-
nakis Project of the Americas (Brook Center for Music
Research and Documentation – City University of New
York). The common goal of our efforts is to create a truly
a transcontinental celebration of the life and work of the
polymath Iannis Xenakis (1922 – 2001). The five main

partners are actively collaborating with other local artists
and institutions. Many of the people involved in this orga-
nization are former students, collaborators and dedicatees
of Xenakis.

The events will culminate in the Meta – Xenakis Sym-
posium that will take place over a three-day marathon that
will be held in Athens (Greece), in Rouen (France), in
Mexico-City (Mexico), in Nagoya (Japan), and in New
York City (USA) in the Fall of 2022.

1. はじめに

Meta-Xコンソーシアムは,クセナキス生誕 100年記
念の国際連携プロジェクトを当面の目標と定めて 2021
年春に始動した。コンソーシアムの中心組織はフラン
スのルーアン大学付設のヤニス・クセナキス・センター
(CIX)とアテネに本拠を置くギリシア現代音楽研究セ
ンターである。そこにメキシコ国立自治大学音楽学部,
名古屋市立大学芸術工学部,アメリカ・クセナキス・プ
ロジェクトが加わり,五カ国にまたがるゆるやかな組織
として,現在は,毎月３～４回程度オンライン実行委員
会を開催している。
コンソーシアムでは 2022年のクセナキスの誕生日

５月 29日から年末までをMeta-Xの期間と定め,この
期間に,関係五ケ国においてシンポジウム,コンサート,
展示,ワークショップ,国際作曲コンクール等を行い,統
一ロゴのもと広報や webサイトで連動させる。五カ国
が共時的に開催するメインイヴェントは,5月 29日の
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オープニング,および,9月 30日,10月１日,２日に 72
時間マラソンでオンライン開催する国際シンポジウム
である。
コンソーシアムの日本チームは,名古屋市立大学,東

京藝術大学,同志社女子大学という三つの大学の音楽
系研究室で連携を図りながら,大学内,あるいは大学と
地域の文化組織等の協力関係の中で企画を進めている。
日本から科学・芸術委員会メンバーに加わるのは,本発
表オーサーの 5名である。
五カ国ともに運営メンバーのほとんどが音楽学,作

曲,音楽情報処理を専門としており,演奏家は少ない。
建築やグラフィックデザインの教育組織に携わるメン
バーも含まれており,クセナキスの活動にちなんだ学際
的な広がりが特徴的である。フランスからの主要メン
バーの中に図書館でアーカイヴに携わる研究者が入っ
ていることもこの組織の特徴である。
今回の発表はコンソーシアムのキックオフのプレゼ

ンテーションであるので,企画詳細は事後に譲るとし
て,ここでは,中心組織としての CIXの紹介,日本メン
バーの関心の方向性,日本電子音楽協会との協働プラ
ンについて述べる。以下,第 2章は CIXからの資料提
供に基づく記述である。第３章では,古川,椎名,水野
がそれぞれ,Meta-Xへの期待を記述する。第 4章では
コンピュータ音楽の裾野を広げクセナキスから未来へ
とつなぐ日本側企画について述べる。なお,発表に際
し,Sharon Kanach と Rodolphe Bourotte がビデオ参加
する。

2. ヤニス・クセナキス・センター (CIX)

2.1. CIXのアーカイヴと公共化活動

CIXは,クセナキスが 1960年代に設立したCEMAMu
や後継の Ateliers UPIC/CCMIX（1985年設立）の研究・
資料を直接的に受け継ぐ研究組織として 2008年にス
タートした。先端技術の研究に偏らず,より広い公衆に
資するような音楽研究へと拡張するため,2009年には
ルーアン大学付設の研究所となり,以後,公共性を大き
な柱と活動している。もう一つの柱は,当然ながらクセ
ナキスのスケッチや写真など一次資料のアーカイヴ化
である。CIXのアイーカイヴは,クセナキス自身の作
品やアイデア・メモばかりでなく,クセナキス関連研究
所やそこで開発されたシステムを使用して作曲された
およそ 300人の作曲家の作品の音源やペーパー資料も
含んでいる。資料のカタログ化やリスト化は未だワー
ク・イン・プログレスであるが, 定期的に展示やコン
サートの形で公開されている。さらに,CIXでは UPIC
の現代版とも言うべきUPISketchを開発し,作曲家や一
般向けのワークショップも様々な地域で行っている。

2015年と 2016年,CIX主催でルーアン大学とキプロ
ス大学でクセナキス・コロキウムが開催された。そこ

でのテーマはクセナキスが提唱した「連続体」の概念
であり,クセナキスやロミテッリの音楽作品の分析・解
釈,アーバンデザインやヴィジュアルアーツと音楽の関
係,空間構造論等が分野横断的に議論され,「インター
フェース」をキーワードに形而下学と形而上学を連動
させた文理融合の 20世紀後半音楽思考が再考された。

2.2. UPISKetchワークショップと教育現場での広がり
UPISketchは,UPICと同じく,描画を音楽的アイデア

として再定義してソニフィケーションを実現するとい
うコンセプトで開発されている。最初のヴァージョン
は 2018年 6月に公開され,現在はOSX,iOS,Windowsそ
れぞれでのアプリ化と,音楽専門家からアマチュアや子
供までを対象にする,よりシンプルなインタフェース開
発をめざしてデザインが進んでいる。描画曲線をサウ
ンドパラメータにマッピングして音楽形式を作り出す
ためのシンプルなインターフェイスとして,UPISketch
のグラフィカルアイコンは,pan/zoom,draw, delete, undo,
redo, resetのツールメニューと open project, save project
,library, export sound, settings, help, infoのメニューのセ
レクトへとユーザーを容易に導いていく。作成された
サウンドはノートとして配置することもできる。
開発当初より UPISketchは,音作りに加えてコンピ

ュータ支援教育の現場での有用性を求める方向にあっ
た。この面で CIXの社会実験は極めて積極的である。
子供時代の音楽環境や音楽理論の知識の有無にかかわ
らず,人々に作曲やコンピュータ音楽の環境を広げ,持
続可能社会に向かうべくCIXは教育現場に入っていく。
2018年と 19年に行われた UPISketchワークショップ
では,6～12歳くらいの子どもたちを 10人程度のセッ
ションにグループ分けし,システムやマシンに関する簡
単な導入の後,iPadを配り,自由に「お話や景色」を思
い浮かべて描く時間を与えた。
「遊ぶことができ,楽しい経験を得られる」ことを

モットーに,Apple Store,iOSnoops,および SMC2018の
際の街中公共空間,博物館等でのインスタレーションな
どで評価を高める一方,フランソワ・ベルナール・マッ
シュやダニエル・テルッジらプロフェッショナルな作
曲家からは,自らのサウンド・ライブラリーの充実,新
たな形の音楽制作へのきっかけとして期待が寄せられ
た。また,ロサンゼルスのピッツァー大学メディア研究
プログラムではデザイン科目の一つとして UPISketch
がカリキュラムに組み込まれた。

3. クセナキスへの視点
3.1. 日本とクセナキス

CIXの活動展開を受けて 2022年のMeta-Xプロジェ
クトは,クセナキスの名前を掲げつつ,アーカイヴの構
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築と公開,アプリ開発,コンピュータ音楽の公共化とい
う三つの現代的な方向性を持っているが,日本チーム
では,「日本とクセナキスとの関係」再考を第四の切り
口として掲げている。以下,古川,椎名,水野がそれぞ
れ,Meta-Xへの期待を述べる。

3.2. クセナキスとフェラーリ【椎名】

来年が生誕 100年となるヤニス・クセナキスとその
7歳年下のリュック・フェラーリは,フランス国営放送
でピエール・シェフェールが創設したGRM（音楽探求
グループ）で席を共にしていた。1950年代終わりから
1960年代にかけてのことだ。彼らが共有していた課題
は,当時音楽界を席巻していたセリアリズムにその有効
性の限界を突きつけ,それに代わる音楽言語を見出す
ことだった。二人にとってそれがまずミュジック・コ
ンクレートであった。シェフェールの実験室内での生
の音響素材の創作から操作・定着まで,またヘルマン・
シェルヘンのグラヴェザーノ研究所での音響機器の発
明など,若い彼らが共同で行ったことは数多い。60年
代から後には,クセナキスは推計的音楽,フェラーリは
逸話的音楽というように方向性を異にすることになる
が,それ以前の彼らの共通点について探ることは,後の
方向性の差異について研究することにとっても,非常に
興味深いものになるだろう。

3.3. クセナキスと UPIC【古川】

2020年,クセナキスの多方面に渡る業績の中,Hatje
Cantz社から出された From Xenakis’s UPIC to Graphic
Notation Todayという,特に UPICというシステムに焦
点を当てた書籍に論考を寄稿した。UPICは GI（グラ
フィック・インターフェイス）を楽譜として使うこと
によってあたらしい創作の可能性を切り開いたとも言
えるのだが,最初のUPICはクセナキスの構想のもとギ
イ・メデニュにより実装され,実はクセナキスも言うよ
うに「決して作曲のシステムではなく,自由なフィール
ドを与えるもの（クセナキス）」であり,彼の作曲のコ
ンセプトとは距離のあるものであった。しかし,その
GIの簡便さ,直接性,具体性が UPICの開発において考
慮され,音楽の予備知識がなくてもだれでも簡単に電
子音楽に触れることができ,音楽創作をおこなえる汎
用性のある教育システムとして,ワークショップのよ
うなものの実施を可能としたことは重要なことである。
今日の視点から見れば,作曲家とか作品とかいうこと
ではなく,一人の鑑賞者が,GIを使っていろいろな音を
作って聴いてたのしみ,音と戯れることができるよう
なインタラクティヴアートを作ったと考えてみること
もできる。このようなアスペクトも含め,Meta-Xenakis
がこのクセナキスの仕事の持つ可能性,広がりに再び光

を当て,議論を起こし,それらを未来へと投影していく
ための機会になることを願っている。

3.4. 京都賞授賞とその後【水野】

1958年のブリュッセル万博や 1970年大阪万博鉄鋼
館においてクセナキスが展開させた空間性は,制御され
る音の定位や移動等パラメータごとの数値特性だけで
は規定されず,また,アクースモニウムのように上演時
に再構築される抽象化された心象風景とも異なる次元
にある。クセナキスが言うところの「時間外構造」は,
完全な連続体として概念化された「状態」であり,そこ
には時間の区切りも空間の区切りも存在しない。こう
した空間性議論は,未だクセナキスの作品と関連づけて
十分に議論されてはいない。一方で,建築と音楽にまた
がる形の類似性が,計測可能な実空間を時間と音高の
相関に置き換えることを可能にし,このアイデアは,今
日的な視聴覚パラメータのマッピングと近いところに
あるので,ツールとしてのUPICのコンセプトはむしろ
親しみやすいものとなっている。Meta-Xのシンポジウ
ムでは,クセナキスの作曲技法・ツール設計の詳細やバ
イオロジカルな資料研究に加えて,科学,テクノロジー,
芸術,社会科学に広がる学際性自体を問うような議論も
期待できる。「時間外空間」は,哲学的課題として議論
される以上に,インタラクティヴツールの出発点として
今日化されることになる。今日,日本のピアニスト,打
楽器奏者,声楽家らが旺盛にクセナキス作品を上演して
いるが,そうした継続的クセナキス受容の先にMeta-X
が来ることでさらに盛り上がりを見せるだろう。大阪
万博鉄鋼館での《hibiki /hana/ma》 (1970),サントリー
ホール国際委嘱シリーズでの《ホロス》(1986),京都賞
授賞記念講演とコンサート (1997)に続いて, Meta-Xの
年には,日本とクセナキスの関係が新しい局面に入ると
考えている。

4. 日本電子音楽協会との協働プラン

Meta-Xと連携する日本の組織のひとつである日本電
子音楽協会 JSEMは UPISketchに関するプロジェクト
に協力を申し出ている。2022年のMeta-Xでは室内楽
の作曲コンクールのほかに UPISketchを使った作品の
国際コンクールが実施されるが,当然ながらUPISketch
のコンクールでは,作曲家のみならず子どもや愛好家,
グラフィイクデザンや建築専攻の大学生等にも出品し
やすいプラットフォームが用意される。UPISketchコ
ンクールの優秀作品は日本電子音楽協会連携コンサー
トで上演される。
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5. まとめ
Meta-Xは,作曲家クセナキス,あるいはより広く,現

代音楽,コンピュータ音楽や電子音響音楽,メディア教
育等に興味を持つ団体・個人が国際連携を持つために
とても好い機会だと考える。作曲,演奏,音楽学,メディ
ア研究,教育等,さまざまな分野からの連動企画の提案
を期待したい。
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